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イ
毛
l

イ
ン

内
浦
村
神
の
崎
と
い
ふ
に
在
h
て
今
も
吹
屋
の
跡
あ

h
。
云
々
。
其
後
神
崎
よ
h
此
所
ハ
中
時
)
へ
来
h
て、

鑓
物
師
今
に
在
h
て
、
北
村
・
南
村
と
別
れ
築
え
て
、

銀
物
師
受
領
の
者
百
五
十
鈴
人
に
及
ペ
h
。
今
も
口

宣
の
書
物
五
十
像
遁
偲
へ

h
o
居
眠
清
悶
氏
を
殴
所
と

し
、
跡
崎
・
閥
回
・
島
田
・
島
竹
・
観
光
・
米
国
・
中
瀬
・
森

川
・
巾
山
・
宮
崎
-
m
小
泉
・
小
林
・
吉
岡
・
四
翻
な
ど
L

て

今
も
あ
h
o
御
即
位
保
に
政
所
名
代
と
し
て
‘
此
者

共
の
内
よ
h
菅
る
也
。
中
路
環
清
田
三
右
衛
門
・
跡

的
金
右
衛
門
・
橋
梶
の
大
津
坊
と
て
、
能
州
利
家
公

御
寝
間
の
時
御
手
偲
ひ
申
せ
し
者
と
て
、
御
墨
付
蛾

き
あ
旬
。
中
に
も
コ
一
右
衛
門
は
大
力
の
剛
の
者
に
て

あ
h
し
闘
。
今
も
御
技
持
頂
戴
し
て
十
村
役
也
。
叉

利
常
公
の
時
、
鋳
物
師
名
人
宮
崎
彦
九
郎
と
い
ひ
し

ゃ
-
金
探
ヘ
召
さ
れ
、
寒
焼
と
て
今
金
擦
に
あ
り
。
』

と
あ
る
。

イ
モ
ナ
ガ
シ
痘
流
羽
咋
郡
で
は
続
宿
文
は
麓

mm
の
徳
え
た
る
時
、
稜
僚
を
顕
に
戴
き
て
入
湯
せ
し

め
、
後
之
に
三
個
の
園
子
を
箸
に
貫
き
た
る
も
の
を

添
へ
て
、
路
傍
の
竹
京
に
掛
け
て
置
く
慣
習
が
あ
b
、

そ
れ
を
鰐
流
し
と
名
づ
け
た
。

イ
モ
ホ

9
ト
ウ
ゴ
ロ
・
ワ
苧
据
藤
豆
廊
金
揮
の

地
省
停
設
に
倖
う
て
鱒
へ
ら
れ
る
架
空
人
物
で
あ

る
。
藤
五
郎
は
加
賀
介
藤
原
吉
信
の
商
で
‘
石
川
郡

山
科
に
住
む
貧
人
で
あ
台
、
義
務
を
掘
っ
て
生
活
し

て
民
た
が
、
大
和
初
瀬
の
生
玉
右
近
方
信
が
、
観
音

の
無
告
に
よ
b
そ
の
娘
和
五
を
倖
ひ
来
っ
て
藤
五
郎

の
室
た
ら
し
め
た
。
膝
五
郎
或
時
沙
金
を
山
か
ら
得

て
之
を
洗
っ
た
の
が
、
今
の
金
・
揮
の
泊
で
あ
る
。
文

除
夜
に
賛
白
黒
の
=
一
般
来
っ
て
藤
五
郎
の
門
を
窺
っ

た
が
、
夜
明
け
て
出
で
見
る
に
金
銀
銭
の
三
塊
が
あ

っ
た
。
藤
五
郎
之
を
以
て
蹄
陀
・
薬
師
の
像
を
作
ら

し

、

そ

の

掘

調

陀

は

寺

の

本

白

4
田

守

司

4
1

;
;
i
o
-
-
o
i
t
i
e
-

. 

館
、
薬
師
は
寺
町
伏
見
寺
の
本
館
で
あ
り
、
和
況
が
一
イ
9
Z
入
江
石
川
郡
米
丸
郷
に
屈
す
る
部
務
。

懐
に
し
た
守
本
働
時
の
翻
脅
は
卯
民
税
脅
院
の
本
館
に
一
イ
リ
Z

ア
ツ
タ
カ
入
江
厚
孝
遁
稽
捕
三
兵
衛
。

な
っ
た
。
叉
三
般
の
来
た
方
の
山
を
後
悦
三
小
午
と
一
関
流
の
箆
法
を
加
藤
代
小
原
〉
時
磁
に
皐
ぶ
。
天
保
元

稽
す
と
い
ふ
の
で
、
芋
粥
は
諸
制
で
あ
る
。
一
年
三
月
佐
那
武
明
前
祉
に
算
問
の
額
面
を
奉
納
し
た

イ
ヤ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
伊
夜
比
峰
神
社
路
島
郡
一
が
、
今
存
せ
ぬ
。

肉
聞
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
自
社
記
に
、
『
伊
夜
比
時
一
イ
リ
エ
チ
ョ
ウ
ベ

Z

λ
江
長
兵
衡
陵
長
十
九

前
世
。
式
内
一
座
。
熊
菅
島
地
向
川
村
銀
座
。
』
と
記
一
年
前
回
利
常
に
仕
へ
て
コ
一
一
白
石
を
受
け
、
明
路
三
年

し
、
叉
熊
鷺
名
跡
志
に
は
‘
『
向
山
村
は
大
村
に
て
伊
一
夜
。
子
採
悦
々
滞
に
仕
へ
た
。

夜
路
一
時
一
柳
祉
-Iち
給
ふ
、
大
祉
也
o
御
前
一
体
八
幡
宮
一
イ
"
ガ
マ
入
釜
羽
咋
榔
稗
造
住
に
臨
す
る
部

な
b
。
昔
御
跡
体
十
一
一
月
一
一
一
日
蛸
に
来
。
て
、
此
村
一
務
。

の
三
郎
助
と
云
ふ
百
姓
の
前
な
る
平
石
と
云
ふ
上
へ
-
イ
リ
コ
煎
海
鼠
J
ナ
マ
.
コ
生
指
鼠
。

あ
が
り
給
ふ
・
宇
一
、
商
の
愛
宕
と
去
ふ
山
へ
移
し
奉
る
。
一
イ
リ
コ
マ
ツ
リ
厳
粉
祭
熊
美
郡
安
宅
な
る
安

今
も
蛸
の
ご
と
〈
去
ひ
て
、
十
二
月
一
一
一
日
に
毎
年
祭
一
一
宅
住
吉
櫛
祉
に
於
い
て
=
一
周
十
日
に
行
ふ
銀
火
祭
を

あ
り
。
叉
奇
瑞
あ
り
て
今
の
社
地
に
奉
ν

移
也
。
首
枇
一
い
ふ
。
古
へ
大
火
災
の
際
紗
宥
挽
け
る
却
の
老
女
が

質
物
色
々
あ
b
、
月
足
の
玉
と
で
あ
h
。
此
玉
は
此
一
自
若
と
し
て
そ
の
業
を
鱗
鍛
し
な
が
ら
災
厄
を
菟
れ

村
の
谷
内
よ
b
出
し
闘
。
共
所
脅
明
良
の
谷
内
と
云
一
た
か
ら
名
つ
け
る
と
い
ふ
。
叉
石
川
郡
宮
丸
・
米
丸

ふ
。
窓
却
の
鍔
と
で
あ
h
o
一
三
。
紳
士
肋
木
氏
也
0
』
一
で
は
十
二
月
十
日
に
砂
を
跡
棚
に
供
ヘ
、
叉
之
を
食

と
見
え
る
。
祉
制
慨
に
、
第
随
一
苅
年
宗
成
の
純
札
、
郎
一
ひ
も
す
る
を
い
ふ
。
往
昔
宮
丸
の
本
屋
氏
の
下
蝉

永
二
十
七
年
時
輸
彦
次
郎
左
衛
門
上
搾
の
榔
札
、
誠
一
が
、
毎
年
務
磁
を
拾
号
て
こ
の
事
を
行
う
た
に
起
る

吉
三
年
制
問
弁
兵
陣
尉
控
訴
上
誌
の
抑
札
、
空
止
六
年
一
と
い
は
れ
る
。

縄
井
小
三
郎
剛
山
冬
再
遣
の
抑
札
、
永
除
元
年
一
池
山
川
綿
一
イ
リ
ピ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ

λ
百
姓
従
来
顧
問
眠
・
り
で

部
助
再
遁
榔
札
、
府
臨
三
年
尚
武
磁
守
跡
領
谷
部
紙
、
↑
あ
っ
た
も
の
が

.
m地
の
商
売
獲
得
し
て
、
百
姓
の

文
明
十
二
年
太
郎
兵
衛
育
次
中
合
前
紙
、
間
十
三
年
家
一
身
分
を
得
た
も
の
を
い
ふ
o
叉
百
姓
の
候
け
た
る
回

吉

寄

誕

朕

が

あ

る

。

一

地

売

耕

す

録

、

他

地

方

か

ら

移

し

た

も

の

を

呼

ぶ

こ

イ
ヨ
ド
ノ
ザ
カ
伊
勢
殿
坂

4
ホ
ウ
ト
ウ
ジ
d
r

一
と
も
あ
る
。

カ

賢

随

寺

坂

。

一

イ

リ

ヤ

マ

λ
山
脇
京
都
仁
停
郷
に
臨
す
る
部

イ
ラ
サ
キ
オ
日
韓
脂
製
織
古
跡
考
に
石
川
部
一

w
m
o

河
内
庄
奥
拍
・
内
尾
・
下
折
等
の
村
々
に
、
ィ
ラ
と
い
一
ィ
レ
ズ
ミ
入
国
語
入
銀
は
禁
牢
者
の
附
加
刑
で
、

ふ
草
の
惑
か
ら
製
し
た
苧
で
、
製
織
と
い
ふ
も
の
を

ι

累
犯
の
お
合
に
隠
蔽
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め
る
露

織
る
。
是
脅
着
す
れ
ば
万
組
も
能
〈
切
る
こ
と
脅
得
一
で
あ
っ
た
。
天
朗
読
年
前
削
治
備
が
公
車
場
奉
行
に

ぬ

と

記

し

て

あ

る

。

帽

命

じ

、

禁

寧

の

期

満

ち

て

穂

波

せ

ら

れ

る

者

に

は

‘

イ

ヲ

パ

ラ

脊

原

微

雛

た

む

と

も

右

腕

に

入

問

調

す

べ

き

こ

と

を

命

じ

た

内

の

小

の

が

そ

の

初

で

あ

b
、
公
事
場
・
町
・
曾
蹄
・
盤
賊
殴
方

能
美
郡
牛
首
公
寸
の
白
峰
U

の

-

.

・

}
1

・
1
t
e
!
!
Jいや・司
1
4
1
1
i
I
h
-
-
i
l
i
l
i
-
-
l
o
o
-
-
o

:

!

ー

六
六

各
異
な
っ
た
形
吠
の
入
鑓
を
用
ひ
た
。
但
L
同
六
年

大
教
の
際
に
は
、
入
鑓
を
施
さ
ず
L
て
出
寧
せ
し
め

る
こ
と
L
し
、
そ
の
翌
年
に
は
幕
府
市
へ
は
務
の
吉
凶

の
儒
赦
を
行
ふ
時
も
同
例
と
し
た
。
寛
政
三
年
敢
に

曾
う
て
死
一
等
を
減
じ
、
三
ヶ
所
御
構
遣
政
代
刑
に

な
っ
た
も
の
も
、
期
満
ち
て
放
兎
せ
ら
れ
る
際
、
入

墨
を
施
さ
な
か
っ
た
。

イ
ロ
ス
ギ
ハ
ラ
色
杉
原
二
加
。
間
接
に
は
誹

鵡
色
彰
原
と
あ
る
。
元
機
四
年
七
用
京
井
筒
原
町
兵

衛
板
、
金
稼
=
一
ャ
犀
五
郎
兵
衛
溌
到
。
山
茶
花
友
琴

の
著
で
、
安
.
魚
蹄
原

m賀
直
の
序
が
あ
る
。
巻
首
に

『
部
は
彼
卿
の
色
紙
形
に
似
た
る
に
や
』
と
あ
る
の
は

散
鼠
す
る
の
意
味
ら

L
〈
、
季
題
を
分
類
し
て
阿
ら

ぬ。
イ
ロ
ハ
グ

9
ソ
ン
メ
イ
シ
且
ウ
伊
呂
波
繰
村
名

集

一

mm。
領
内
三
州
の
村
名
を
伊
白
波
分
に

L
て

郡
別
に
記
L
、
郷
庄
保
名
を
傍
註
L
で
あ
る
。
材
名

の
制
み
方
は
方
言
の
ま
L

で
、
巻
局
に
は
別
に
難
訓

の
村
名
を
摘
出
し
て
あ
る
。

イ
ワ
シ
ウ
ラ
鰯
浦
胞
島
郡
潮
風
に
鹿
す
る
小

字。
イ
ン
キ
ヨ
隠
居
併
侶
脅
罰
す
る
に
押
隠
防
・

隠
民
盤
底
・
寺
外
隠
居
の
名
R
が
あ
っ
た
。
押
隠
居

は
住
持
で
あ
っ
た
地
位
を
磁
ひ
て
去
ら
し
め
る
も
の

を
い
ひ
、
隠
居
盤
底
は
隠
居
の
上
盤
底
せ

L
め
る
も

の
、
寺
外
隠
腐
は
寺
院
に
住
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
と

共
に
、
他
闘
に
も
往
〈
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ン
キ
ヨ
ウ
ア
ン
ケ

y
ロ
ク
韻
鏡
安
見
録
一

冊
。
内
題
に
は
韻
鏡
名
栗
反
字
安
見
録
と
あ
り
、
相

性
に
よ
る
名
莱
字
の
錦
ぴ
方
、
皮
切
の
吉
凶
等
を
起

し
た
も
の
。
加
鴎
金
揮
の
士
多
田
秀
澗
の
響
、
賓
暦

四
歳
民
各
湯
島
切
遁
泉
屋
判
=
一
郎
等
の
出
夜
。

イ
ン
キ
ヨ

9
ヨ
ウ
腫
居
斡
諸
士
老
齢
に
建
し


